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本学教育学部附属中学校で，下記のとおり消費者教育の実践を行います。 
消費者教育に関しては，平成 24年に「消費者教育の推進に関する法律」が施行され，

また平成 25 年には「消費者教育の推進に関する基本的な方針」が閣議決定される等，
地域における推進体制づくりが一層求められています。 
本実践は，岩手県立県民センター「小中学校消費者教育先進校等調査」の一環とし

て実施するものです。授業は，中学校教員・消費生活アドバイザー・消費生活専門相
談員・大学教員のコラボレーションにより作成され，そのコーディネーターを本学教
育学部の田中伸（たなか のぼる）准教授が務めています。 
ついては，当日の取材についてよろしくお願いします。 
 

記 

 行事名： 学校と地域を繋げる消費者教育実践 
日 時： 平成 2８年１１月２２日（火）９:３0～1３:00 
場 所： 岐阜大学教育学部附属中学校（岐阜市加納大手町 74番地） 
対 象： 中学校３年生 
テーマ： 消費者主権意識を獲得する社会科教育実践 

連絡先：岐阜大学教育学部 准教授 田中 伸   TEL： 058-293-2231 

                                                      メール： nobol@gifu-u.ac.jp 
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 今回の実践は、学校教員のみが作成した通常の授業ではありません。学校と地域社会が連
携し、一つの授業をデザインしました。具体的には、中学校教員・消費生活アドバイザー・
消費生活専門相談員・大学教員のコラボレーションにより作成致しました。学校と地域を繋
げる先駆的な実践です。 
当日は岩手県立県民センター「小中学校消費者教育先進校等調査」の一環として実施致し

ます。岩手県消費者教育推進専門員、岩手県教育委員会、岩手県内小中学校の教員をお招き
し、附属教員が実施する消費者教育の授業を参観。その後、現行の消費者教育実践の改革を
目指し、より良い実践のあり方と可能性を議論致します。 
（スケジュール：予定） 
 ９：４５-１０：３５ 授業「くらしと経済」（授業者 教育学部附属中 前田佳洋 教諭） 
 １０：４５-１１：３５ 授業「くらしと経済」（授業者 教育学部附属中 矢島徳宗 教諭） 
 １１：４５-１３：００ 研究協議（コーディネーター 岐阜大学 田中伸 准教授） 

本学教育学部附属中学校で「消費者教育実践」を行います 
-学校と地域が連携した，先駆的な教育実践- 


